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◆歳　入

会計名 予算額 収入済額 支出額 差引額

 集中管理特別会計 4,629,000 10 2,284,654 △ 2,284,644

 下水道事業特別会計 1,047,921 122,494 404,016 △ 281,522

 集落排水事業特別会計 345,960 19,309 150,671 △ 131,362

 浄化槽事業特別会計 110,100 14,418 32,420 △ 18,002

 国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,968,195 1,570,552 1,511,727 58,825

 国民健康保険特別会計（田沢診療施設勘定） 36,500 20,026 7,989 12,037

 国民健康保険特別会計（神代診療施設勘定） 118,700 67,118 16,999 50,119

 後期高齢者医療特別会計 275,589 86,893 84,374 2,519

 介護保険特別会計 455,289 201,865 78,410 123,455

 生保内財産区特別会計 87,212 65,261 38,150 27,111

 田沢財産区特別会計 30,000 16,696 5,672 11,024

 雲沢財産区特別会計 3,572 412 1,044 △ 632

 簡易水道事業特別会計 246,500 24,947 82,298 △ 57,351

合計 11,354,538 2,210,001 4,698,424 △ 2,488,423

（単位：千円）

■財産の状況

土地

宅地 3,826,015

山林 36,198,990

その他 31,911,088

 建物 196,982

 有価証券 402,159

 出資金 147,551

 物品 1,861

 債権 396,457

 基金 4,059,880

（単位：㎡、台、千円）

■地方債の状況
会計名 前期末現在高 上期借入額 上期償還額 期末現在高

 一般会計 25,041,441 135,100 1,407,837 23,768,704

 下水道事業特別会計 5,869,116 34,000 217,813 5,685,303

 集落排水事業特別会計 3,344,238 － 107,297 3,236,941

 浄化槽事業特別会計 340,525 － 3,126 337,399

 国民健康保険特別会計

 （神代診療施設勘定）
103,123 － 2,814 100,309

 介護保険特別会計 435,537 － 16,562 418,975

 簡易水道事業特別会計 1,364,581 － 35,898 1,328,683

合計 36,498,561 169,100 1,791,347 34,876,314

（単位：千円）

■公営事業の経理の概況

会計名 区分 予算額 収入済額 収入率 区分 予算額 支出済額 執行率

 病院事業会計（角館）
収益的収入 4,379,684 2,086,263 47.6 収益的支出 4,356,084 2,113,404 48.5

資本的収入 153,185 40,000 26.1 資本的支出 211,277 102,499 48.5

 病院事業会計（田沢湖）
収益的収入 1,236,620 554,393 44.8 収益的支出 1,230,720 572,363 46.5

資本的収入 63,397 47,756 75.3 資本的支出 87,794 36,176 41.2

 病院事業会計（医療局）
収益的収入 1 ー ー 収益的支出 29,501 12,277 41.6

資本的収入 ー ー ー 資本的支出 ー ー ー

 病院事業会計（合計）
収益的収入 5,616,305 2,640,656 47.0 収益的支出 5,616,305 2,698,044 48.0

資本的収入 216,582 87,756 40.5 資本的支出 299,071 138,675 46.4

 温泉事業会計
収益的収入 37,113 17,544 47.3 収益的支出 37,113 12,226 32.9

資本的収入 ー ー ー 資本的支出 12,845 ー ー

 水道事業会計
収益的収入 368,309 166,361 45.2 収益的支出 368,309 99,628 27.1

資本的収入 42,079 ー ー 資本的支出 159,770 29,417 18.4

（単位：千円、％）

■住民の負担の状況
調定額（現年課税分）

　　　　　　  （千円）
納税義務者数

（人、台、世帯）
単位当たりの
税負担額（円）

 市民税（個人） 665,687 12,078 55,116

 固定資産税 1,414,572 13,967 101,280

 軽自動車税 68,262 14,782 4,618

 国民健康保険税 823,227 5,089 161,766

■一　般　会　計

10億 20億 30億 40億 50億 60億 90億

市税

国庫支出金

市債

県支出金

諸収入

地方消費税
交付金

使用料及び
手数料

地方譲与税

繰越金

その他

地方交付税

科目 予算額 収入済額 収入率

 地方交付税 9,115,446 6,697,581 73.5

 市税 2,507,258 1,648,002 65.7

 市債 1,814,400 135,100 7.4

 国庫支出金 1,762,320 605,714 34.4

 県支出金 1,098,409 150,503 13.7

 諸収入 822,260 174,469 21.2

 繰越金 230,870 230,870 100.0

 地方消費税交付金 270,000 156,600 58.0

 使用料及び手数料 262,933 118,068 44.9

 地方譲与税 220,000 71,203 32.4

そ

の

他

分担金及び負担金 118,142 49,580 42.0

自動車取得税交付金 35,000 10,804 30.9

地方特例交付金 50,000 36,177 72.4

繰入金 823,852 ー

財産収入 15,699 10,167 64.8

利子割交付金 4,000 2,142 53.6

交通安全対策特別交付金 3,500 2,340 66.9

寄附金 1,348 4,623 343.0

配当割交付金 1 549 54,900.0

株式等譲渡所得割交付金 1 ー

歳入合計 19,155,439 10,104,492 52.8

（単位：千円、％）

仙北市の財政状況

科目 予算額 支出済額 支出率

 議会費 227,503 111,564 49.0

 総務費 2,592,894 433,328 16.7

 民生費 4,763,988 1,620,199 34.0

 衛生費 2,108,318 739,616 35.1

 労働費 259,809 130,376 50.2

 農林水産業費 917,421 109,021 11.9

 商工費 783,853 488,750 62.4

 土木費 1,786,297 200,360 11.2

 消防費 720,016 414,217 57.5

 教育費 1,517,665 324,299 21.4

 災害復旧費 156,038 71,995 46.1

 公債費 3,290,596 1,615,001 49.1

 諸支出金 14,281 7,177 50.3

 予備費 16,760 ー ー

歳出合計 19,155,439 6,265,903 32.7

（単位：千円、％）

予算額

収入済額

仙北市の財政状況
　仙北市財政状況の作成及び公表に関する条例に基づき、平成 23 年 4 月 1 日から
平成 23 年 9 月 30 日までの期間における仙北市の財政状況を次のとおり公表します。

10億 20億 30億 40億 50億

議会費

総務費

衛生費

労働費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

商工費

民生費

災害復旧費

公債費

諸支出金
予算額

支出済額

■公営事業特別会計

◆歳　出

仙北市財政課　　43-1113



人事行政の運営等
の状況について
　「仙北市人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例」に基づいて、仙北市職員の給与や職員数の状況
等について公表します。

問 仙北市総務課　職員係　　 43-1111

１　職員の任免と職員数に関する状況

（１）職員の採用・退職の状況（平成22年4月1日～平成 23 年4月1日）

H22.4.1 現在 退職者数 採用者数 H23.4.1 現在
858 人 60 人 28 人 826 人

※採用者については、平成 22 年 4 月 2 日から平成 23 年 4 月 1 日

（２）部門別職員の状況と増減数

部門 職員数 増減数H22.4.1 現在 H23.4.1 現在
一般行政部門 372 人 365 人 ▲ 7 人
特別行政部門（教育） 75 人 75 人 0 人
公営企業等部門

（病院、水道等） 411 人 386 人 ▲ 25 人

計 858 人 826 人 ▲ 32 人

２　職員の給与状況

（１）人件費の状況（平成22年度普通会計決算統計より）
住民基本台帳人口（H23.3.31 現在） 30,216 人
歳出額（A） 18,372,281 千円
人件費（B） 3,870,612 千円
人件費率（B/A） 21.1％

（参考）平成 21 年度の人件費率 19.9％

（２）職員の平均年齢、平均給料・給与月額の状況（H23.4.1 現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 47 歳 0 月 325,767 円 367,307 円
技能労務職 48 歳 1 月 275,355 円 294,874 円
※１　「平均給料月額」とは、4 月 1 日現在の職種ごとの
　　　職員基本給の平均です。
※２　「平均給与月額」とは、給料月額と扶養手当、住居
　　　手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計した
　　　ものです。

（３）　職員の初任給の状況（H23.4.1 現在）

区分 初任給 2 年後の給料

一般行政職 大学卒 172,200 円 184,200 円
高校卒 140,100 円 148,500 円

（４）一般行政職の級別職員の状況（H23.4.1 現在）

区分 標準的職務内容 職員数 構成比

7 級 部長等 14 人 4.3％
6 級 次長等 19 人 5.8％
5 級 課長等 37 人 11.3％
4 級 課長補佐等 76 人 23.2％
3 級 係長、主査等 92 人 28.0％
2 級 主任等 72 人 22.0％
1 級 主事等 18 人 5.5％

計 328 人 100％
※端数処理のため、構成比の合計が 100 とはならない場合
があります。

（５）諸手当の状況（H23.4.1 現在）

①期末・勤勉手当
区分 期末手当 勤勉手当

支給割合
6 月支給 1.200 月分 0.675 月分
12 月支給 1.350 月分 0.675 月分

合計 2.550 月分 1.350 月分
※職務の級により加算措置があります。

②退職手当

区分 退職事由
自己都合 勧奨・定年

支給割合
勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 30 年 41.50 月分 50.70 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
1 人あたり平均支給額 22,948 千円
※ 1 人あたり平均支給額は、一般行政職の平成 22 年度の
額です。

③扶養・通勤・住居手当
手当名 区分 支給額

扶養手当

配偶者 13,000 円
配偶者以外の扶養親族
1 人につき 6,500 円

配偶者無で扶養 1 人目 11,000 円
16 歳から 22 歳までの
子 1 人につき 5,000 円加算

通勤手当 交通機関利用 支給限度額 55,000 円
自動車等利用 支給限度額 24,500 円

住居手当 借家 支給限度額 27,000 円

管理職手当

部長級 35,000 円
次長級 25,000 円
課長級 20,000 円
参事 17,000 円

（６）特別職の報酬等の状況（H23.4.1 現在）

区分 給料（報酬）月額 期末手当
給
料

市長 680,000 円
6 月期　1.40 月分

12 月期　1.45 月分
計　2.85 月分

副市長 555,000 円

報
酬

議長 375,000 円
副議長 328,000 円
議員 312,000 円

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間
1週間の正規
の勤務時間

1日の正規の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 1時間
※変則的な勤務を要しない職員の勤務時間等です。

（２）年次有給休暇の取得状況
（平成22年1月1日～平成 22 年12月31日）

総付与日数 総取得日数 全対象
職員数

平均取得
日数 消化率

16,252 日 4,041 日 411 人 9.8 日 25％

（３）主な特別休暇

ボランティア休暇
自発的に、報酬を得ないで社会に貢献
する特定の活動を行う場合で、勤務し
ないことが相当であるとき。（5 日以内）

結婚休暇
職員が結婚する場合。（連続する 5 日
以内）

出産休暇
女性職員が出産する場合。（産前 8 週
間と産後 8 週間）

配偶者出産休暇
妻の出産に伴い入院の付添いをする場
合（2 日以内）

子の看護休暇
小学校就学前の子を看護する場合。（5
日（子が 2 人以上の場合は 10 日）以内）

服忌休暇
親族が死亡した場合。（親族区分によ
り定める日数。最高で 7 日）

夏季休暇
夏季における心身の健康の維持・増進
等（連続する 5 日以内）

（４）育児休業等の状況（平成 22 年度取得者）

区分 育児休業 介護休暇
男性職員 0 人 0 人
女性職員 9 人 4 人

計 9 人 4 人

４　職員の分限と懲戒処分の状況

（１）分限処分者数（平成 22 年度）

区分 降任 免職 休職 降格
勤務実績が良くない場合 0 0 0 0
心身の故障の場合 0 0 4 0
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少によ
り廃職、過員を生じた場合

0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0
計 0 0 4 0

（２）懲戒処分の状況
区分 戒告 減給 停職 免職

信用失墜行為 3 1 2 0
一般服務違反 0 0 0 0
一般非行 0 0 0 0
道路交通法違反（職務執行中） 0 0 0 0
道路交通法違反（その他） 0 0 1 0
監督責任 0 0 0 0

計 3 1 3 0

5　職員の研修の状況（平成 22 年度）

研修名 実施機関 受講職員数
市町村職員一般研修（職
階別、実践文章力、政策法
務、ファシリテーション）

県・市長会・町村会
（秋田県自治研修所）

51 人

情報技術系研修
秋田県市町村職員互
助会等

28 人

政策実務系研修
市町村職員中央研究
所、全国市町村国際
文化研修所等

4 人

市町村職員実務研修
秋田県総務企画部市
町村課等

2 人

その他一般研修
秋田県市町村振興協
会等

18 人

6　職員の福祉と利益の保護の状況

（１）健康診断の実績（平成 22 年度）

区分 受診職員数
定期健康診断 594 人

人間ドック 240 人
脳ドック 28 人

（２）公務災害の発生状況（平成 22 年度）

区分 発生件数
傷病 死亡

公務災害 5 件 0 件
通勤災害 0 件 0 件

（３）財団法人秋田県市町村職員互助会への加入状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 22 年度）

　仙北市では、地方公務員法第 42 条における福利厚生制
度を実施するため、財団法人秋田県市町村職員互助会へ加
入しています。平成 22 年度における仙北市の状況は次の
とおりです。
職員数 851 人

職員掛金 掛金 58,221 千円
掛金率 給料月額× 18/1,000

市負担金 負担金 38,887 千円
負担金率 給料月額× 12/1,000

主な事業内容
給付事業（人間ドック助成、
各種慶弔給付）、貸付事業、研
修会・講演会の開催

７　公平委員会の事務に係る業務状況の報告
　　（秋田県人事委員会）

（１）勤務条件に関する措置要求の状況
　　　●該当ありません。

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況
　　　●該当ありません。

人事行政の運営等の状況について
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10
月
28
日
に
秋
田
県
民
会
館
で
第

49
回
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
、
11

月
1
日
に
石
川
県
で
第
40
回
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
活
動

の
推
進
や
育
成
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

と
し
て
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

【
育
成
功
労
者
】

　

秋
田
県
老
連
副
会
長
・
仙
北
市
老

　

人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

藤
原

剛秋
田
県
知
事
表
彰

【
育
成
功
労
者
】

　

角
館
町
地
区
老
連　

薗
田
長
生

　

ク
ラ
ブ
会
長　

加
藤
慶
治

秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表

彰【育
成
功
労
者
】

　

田
沢
湖
地
区
老
連　

刺
巻
老
人

　

ク
ラ
ブ
会
長　

佐
藤
清

【
活
動
賞
】

　

角
館
町
地
区
老
連
太
平
ク
ラ
ブ

　

（
会
長　

佐
藤
喜
五
郎
）

　

田
沢
湖
地
区
老
連
岡
崎
辰
子
長

　

寿
ク
ラ
ブ
（
会
長　

佐
藤
善
郎
）

　

市
民
の
模
範
と
な
り
、
明
る
い
社

会
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
高

齢
者
の
方
に
贈
ら
れ
る
、
仙
北
市
高

齢
者
輝
き
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
に
は
各
地
域
か
ら
９
人

の
方
が
受
賞
さ
れ
、
地
域
の
小
学
校

の
学
習
発
表
会
な
ど
で
表
彰
式
を
行

い
、
皆
さ
ん
に
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
、
11
月
に
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
の
は
５
人
の
方
々
で
す
。 

第
49
回
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
・
第
40
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

平
成
23
年
の
秋
田
県
地
方
自
治
功

労
者
に
、
市
議
会
議
員
の
稲
田
修
氏

（
68
歳　

田
沢
湖
）
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

稲
田
氏
は
、
昭
和
44
年
9
月
に

田
沢
湖
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ

れ
、
永
年
に
わ
た
り
町

政
、
市
政
に
参
画
。
平

成
5
年
か
ら
平
成
9
年

ま
で
町
議
会
議
長
を
務

め
た
ほ
か
、
田
沢
湖
病

院
改
築
対
策
特
別
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
、
町
政
、

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
角
館
図
書
館
後
援
会

（
高
橋
雄
七
会
長
）
主
催
に
よ
る
文

化
講
演
会
が
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
芥
川
賞
作
家 

で
仙
北
市
新
潮
社
記
念
文
学
館
名
誉

館
長
の
高
井
有
一
氏
の
紹
介
で
、
毎

年
著
名
な
作
家
を
招
い
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。
51
回
目
と
な
る
今

年
は
、高
井
氏
と
深
く
親
交
が
あ
り
、

同
時
期
に
作
家
を
志
し
た
盟
友
で
も

あ
る
加
賀
乙
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
戦
争
と
大
震
災
と
私
の
祈
り
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
に
触
れ
、
加
賀
氏
が
自
ら
体

験
し
た
大
震
災
で
の
出
来
事
や
キ
リ

ス
ト
教
の
信
者
と
し
て
の
祈
り
の
精

神
に
つ
い
て
話
し
、
来
場
者
は
深
く

う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

市役所へ報告に訪
れた、前列左から
村田さん、草彅さ
ん、雲雀さん、後
列 左 ２ 人 目 か ら、
藤川さん、佐藤一
也さん、佐藤信行
さん

　

第
55
回
秋
田
県
農
業
委
員
大
会
が

11
月
１
日
、
横
手
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
、
田
村
圭
紀
さ
ん
（
田
沢
湖
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
、
平
成
８
年
７
月
か

ら
５
期
15
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と

し
て
、
農
家
の
指
導
や
相
談
活
動
に

尽
力
し
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

写真右から、
藤原剛さん、
加藤慶治さん、
佐藤清さん、
佐藤喜五郎さん、
佐藤善郎さん

老
人
福
祉
の
向
上
に
貢
献

平
成
23
年　

秋
田
県
地
方
自
治
功
労

稲
田
修
氏
が
受
章

仙
北
市
高
齢
者
輝
き
表
彰

明
る
い
社
会
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献

　

10
月
29
日
か
ら
11
月
4
日
ま
で
、

横
手
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
秋
田

県
種
苗
交
換
会
で
、
次
の
方
々
が
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

農
林
水
産
大
臣
賞

　

草
彅
福
雄　

田
沢
湖
（
株
大
豆
）

秋
田
県
知
事
賞

　

雲
雀
明
徳　

角
館
町（
葉
た
ば
こ
）

　

佐
藤
一
也　

西
木
町
（
ネ
ギ
）

　

佐
藤
信
行　

西
木
町
（
ホ
ウ
レ
ン

　

ソ
ウ
）

　

村
田
良
枝　

角
館
町
（
イ
タ
ヤ
細

　

工
）

　

ま
た
、
同
会
場
で
実
施
さ
れ
た
秋

田
県
産
米
品
評
会
で
は
次
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

　

藤
川
栄
福　

西
木
町
（
あ
き
た
こ

　

ま
ち
）

小
説
家
の
加
賀
乙
彦
氏
迎
え
る

第
51
回
文
化
講
演
会

例
年
を
上
回
る
好
成
績

第
１
３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
・
第
30
回
秋
田
県
産
米
品
評
会

田
村
圭
紀
さ
ん

地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献

１

３

■（左から３人目）大牧德二郎さん：10 月 18 日、
西木庁舎にて
■（前列左）白川フミ子さん、（前列右）鈴木みつる
さん：10 月 30 日、桧木内小学校にて
■（左から２人目）稲 通誠さん 、（左から３人目）
藤原剛さん：11 月 3 日、角館小学校にて

１

２

３

黒 

澤 

良 
太 
郎 

氏

　（
76
歳
　
角
館
町
）

　

平
成
23
年
秋
の
叙
勲
で
、
黒
澤
良

太
郎
氏
が
旭
日
双
光
章
、
渡
辺
広
作

氏
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

秋
の
叙
勲

渡 

辺 

広 

作 

氏

　（
72
歳
　
角
館
町
）

　

昭
和
51
年
3
月
に
角
館
町

議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、

平
成
16
年
3
月
ま
で
７
期
28

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
地

方
自
治
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
教
育

民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員

長
を
歴
任
し
、
町
の
福
祉
、

産
業
振
興
、
文
化
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
38
年
に
旧
角
館
町
消

防
団
に
入
団
。
消
防
団
員
と

し
て
永
き
に
わ
た
り
、
火
災
・

災
害
現
場
の
第
一
線
で
活

躍
。
平
成
14
年
か
ら
平
成
16

年
ま
で
消
防
団
長
と
し
て
団

を
指
揮
し
、
消
防
力
の
強
化

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

活
動
と
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し

た
。

旭日双光章瑞宝単光章
平
成
23
年

２

秋
田
県
農
業
会
議
会
長
表
彰
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神
代
こ
ど
も
園（
中
村
啓
子
園
長
）

で
11
月
8
日
、
角
館
菓
子
工
業
組
合

(

佐
々
木
正
昭
会
長)

が
ど
ら
焼
き

づ
く
り
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
会
長
ほ
か
職
人
の
皆
さ
ん

が
、
鮮
や
か
な
手
つ
き
で
次
々
と
生

地
を
焼
き
上
げ
る
と
、
園
児
も
生
地

に
ク
リ
ー
ム
を
絞
っ
て
お
手
伝
い
。

で
き
あ
が
っ
た
ど
ら
焼
き
を
早
速
み

ん
な
で
試
食
し
ま
し
た
。

　

４
、５
歳
児
は
鉄
板
を
使
い
、
生

地
の
焼
き
方
に
も
挑
戦
。
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
上
手
に
焼
き
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
角
館
温
泉
花
葉
館
で

全
国
縄
綯
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
た
こ
の
大

会
は
、
平
成
縄
綯
塾
（
菅
原
誠
晃
塾

長
）
が
主
催
。
市
内
外
か
ら
参
加
し

た
22
人
が
稲
わ
ら
で
縄
を
な
い
、
そ

の
技
術
や
長
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

個
人
の
部　

優
勝　

19
・
37
ｍ

　

菅
原
リ
ツ
（
角
館
町
）

団
体
の
部　

優
勝　

28
・
18
ｍ

　

沢
田
石
忠
男
（
五
城
目
町
）、
渡

部
タ
キ
子
（
八
郎
潟
町
）、
田
村
テ

ル
（
三
種
町
）
チ
ー
ム

　

11
月
６
日
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
角
館
伝
建
群
保
存

地
区
、
大
国
主
神
社
、
草
彅
家
で
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
角
館
消
防
署
と
市

教
育
委
員
会
が
共
催
、
仙
北
市
消
防

団
と
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
各

会
場
あ
わ
せ
て
約
１
２
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
火
災
通
報
の
合
図
に
よ

り
一
斉
に
参
加
者
が
出
動
し
、
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
、
放
水
銃
に
よ
る
放
水
、

救
急
車
に
よ
る
搬
送
訓
練
等
の
あ

と
、
消
防
署
員
に
よ
る
消
火
器
の
取

り
扱
い
方
法
と
消
火
実
演
、
特
設
テ

ン
ト
に
よ
る
煙
道
体
験
な
ど
、
火
災

を
想
定
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
内
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場

に
、
第
26
回
東
京
か
く
の
だ
て
会

の
総
会
が
、
11
月
13
日
に
お
よ
そ

１
０
０
人
の
会
員
が
集
い
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
門
脇
市
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ
ん
の
活

動
の
成
果
も
あ
り
、
震
災
後
、
個
人

の
観
光
客
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向
に

あ
る
と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
恒
例
の
飾
山
囃
子
が

披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
お
互
い
の
近

況
や
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
に
話
が
弾

み
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

第
３
回
全
国
縄
綯
競
技
大
会

　

田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
11

月
３
日
、
第
2
回
仙
北
市
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中
学
生
か
ら

一
般
ま
で
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
位　

ひ
で
っ
ち
Ｆ
Ｃ

　

２
位　

Ｆ
Ｃ 

Ｉ
Ｒ

　

３
位　

Ｄ
ｏ
ｄ
ａ
ｖ
ｏ
ｉ
ｓ

　

秋
田
県
体
育
協
会
か
ら
テ
ク
ニ

カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
本

市
教
育
委
員
会
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
佐
々
木
翼
選
手
（
角
館
町
）
が
、

２
０
１
１
年
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
・
カ
ヤ
ッ
ク
競
技

に
出
場
し
、４
月
９
日
の
第
１
戦（
富

山
県
）か
ら
10
月
23
日
の
第
５
戦（
愛

知
県
）
ま
で
、
３
回
の
優
勝
で
圧
倒

的
な
強
さ
を
誇
り
、
見
事
に
総
合
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

●仙北市卓球大会成績（敬称略）●　

　

11
月
６
日
、
角
館
中
学
校
体
育
館

を
会
場
に
仙
北
市
卓
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
卓
球
連
盟
（
大
平
弘
司

会
長
）
主
催
の
こ
の
大
会
に
は
約

１
５
０
人
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
宇
宙
を
旅
し
た
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
の
種
か
ら
育
っ
た
苗
木

を
、
種
を
採
取
し
た
当
時
の
３
年
生

が
卒
業
す
る
の
に
あ
わ
せ
、
角
館
小

学
校
の
敷
地
内
に
６
年
生
全
員
で
植

樹
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
苗
木
は
、
２
３
９
粒
の
種
の

状
態
で
平
成
20
年
11
月
か
ら
平
成
21

年
７
月
ま
で
約
８
カ
月
間
を
宇
宙
の

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
過
ご

し
、
発
芽
の
た
め
に
大
事
に
育
て
て

き
た
も
の
で
す
。

縄
綯
い
の
技
術
や
長
さ
を
競
う

第
２
回
仙
北
市
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

激
し
い
攻
防
繰
り
広
げ
る

第
７
回
仙
北
市
卓
球
大
会

白
球
打
ち
合
い
熱
戦
展
開

第
26
回
東
京
か
く
の
だ
て
会

皆
さ
ん
の
活
動
に
感
謝

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

市
内
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室

が
、
11
月
13
日
に
玉
川
河
川
敷
運
動

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
に
は
、
現
在
日
本
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
Ｊ
Ｆ
Ｌ
）
に
参

加
し
、
Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を
目
指
す
、

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
吉
野
一
基

選
手
と
大
金
祐
輔
選
手
、
長
谷
篤

コ
ー
チ
が
駆
け
付
け
、
子
ど
も
た
ち

と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

仙
北
市
サ
ッ
カ
ー
教
室

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の

選
手
と
サ
ッ
カ
ー
楽
し
む

佐
々
木
翼
選
手
　
カ
ヤ
ッ
ク
競
技
総
合
優
勝
！

２
０
１
１
年
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

角
館
小
学
校
植
樹
式

宇
宙
を
旅
し
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
植
樹

角
館
菓
子
工
業
組
合

ど
ら
焼
き
づ
く
り
楽
し
い

　

11
月
13
日
に
東
京
都
内
で
仙
北
市

ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
仙
北
市
出
身
者
の
方
や
仙
北
市

の
自
然
、歴
史
、文
化
を
愛
す
る
方
々

か
ら
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
観
光
Ｐ

Ｒ
等
の
お
手
伝
い
な
ど
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

新
た
な
手
法
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
や
産

業
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て
貴
重
な
ご

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

仙
北
市
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
開
催

ふ
る
さ
と
の
Ｐ
Ｒ
手
法
を
提
言

火
災
予
防
訓
練

市
内
各
所
で
実
施

【団体戦】

　優勝　チームＦｕｋｕｓｈｉ

　準優勝　ののはな

　３位　チームクロサワ

【個人戦】

一般男子１部　優勝　黒澤魁人　準優勝　阿部多馬　３位　斎藤雄馬

一般男子２部　優勝　北田一路　準優勝　津嶋英徳　３位　鈴木栄作

一般男子３部　優勝　中村和彦　準優勝　大平弘司　３位　藤原良隆

一般女子１部　優勝　柏谷有紀　準優勝　小林真澄　３位　中嶋りえ

一般女子２部　優勝　藤本順子　準優勝　三浦貴美子　３位　渡辺美津

中学男子１年　優勝　藤井楓太　準優勝　伊藤琢磨　３位　藤原祥

中学男子２年　優勝　大石賢一　準優勝　佐藤裕真　３位　松田開路

中学女子１年　優勝　米澤日奈子　準優勝　猪本彩絵　３位　黒澤日和

中学女子２年　優勝　石川梨花　準優勝　千葉凜佳　３位　伊藤愛心里

地
域
の
話
題
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小
さ
い
頃
、
雪
が
降
る
と
楽
し
い
気

持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
ど
う
し
て
だ
っ
た
か
な
」。
記
憶
を
た

ど
っ
て
も
確
か
な
理
由
が
思
い
つ
き
ま

せ
ん
。
た
ぶ
ん
、
冬
休
み
、
雪
遊
び
に

ス
キ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
、
お

年
玉
…
。
冬
の
季
節
の
あ
れ
こ
れ
に
ワ

ク
ワ
ク
し
た
ん
で
し
ょ
う
。

　

自
分
は
小
さ
い
頃
、
目
覚
め
て
す
ぐ

に
（
窓
を
開
け
た
り
外
に
出
た
り
し
な

く
て
も
、
フ
ト
ン
の
中
で
ボ
ー
っ
と
し

て
い
る
だ
け
で
）、
雪
が
降
っ
た
こ
と
を

直
感
で
き
ま
し
た
。
初
雪
は
百
発
百
中
、

新
雪
が
多
く
降
っ
た
朝
な
ど
も
、
体
調

が
悪
く
な
い
限
り
ほ
ぼ
的
中
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
気
づ
い
て
い

た
か
、
そ
れ
は
室
温
だ
っ
た
り
空
気
の

張
り
具
合
だ
っ
た
り
、
部
屋
に
差
し
込

む
光
の
加
減
だ
っ
た
り
、
様
々
な
要
因

も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
一
番
は
や
っ

ぱ
り
「
雪
の
ニ
オ
イ
」
で
す
。
香
り
ほ

ど
は
っ
き
り
し
な
い
、
悲
し
く
て
も
泣

く
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
て
、
こ
ら
え
て

い
る
間
に
感
じ
る
鼻
の
奥
の
ジ
ン
ジ
ン

し
た
感
覚
、
あ
ん
な
種
類
の
ニ
オ
イ
で

す
。

　

今
か
ら
40
年
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
小

学
校
の
冬
の
集
団
登
校
で
、「
雪
の
ニ
オ

イ
」
の
話
を
し
た
ら
、「
雪
に
は
ニ
オ
イ

は
な
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
以
来
こ
の

話
は
封
印
し
て
い
ま
し
た
。
も
し
か
し

た
ら
、
一
時
期
の
特
殊
能
力
だ
っ
た
か

な
。
だ
っ
て
今
で
は
寝
た
ま
ま
で
、
雪

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か

ら
。

　

「
い
つ
頃
か
ら
、
雪
の
ニ
オ
イ
を
か
ぎ

分
け
る
能
力
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ん
だ
ろ
う
」。
こ
の
前
、
初
雪
が
落
ち
て

き
た
夜
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
結
論
は

「
冬
が
来
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
な
く

な
っ
た
頃
か
ら
、
こ
の
特
殊
能
力
は
無

く
な
っ
て
い
る
」
で
す
。

　

も
っ
た
い
な
い
能
力
を
無
く
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。「
今
あ
っ
た
ら
、
除
雪
パ

ト
ロ
ー
ル
が
い
ら
な
く
な
る
の
に
な
あ
。

経
費
も
削
減
で
き
た
な
あ
」
と
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
が
冬
本
番
で
す
。
子
ど
も
達

に
は
、
秋
田
の
季
節
の
豊
か
さ
、
雪
を

存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
雪
の
ニ
オ
イ
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.35

被
災
地
復
興
の
足
か
せ
に

災
害
廃
棄
物
の

現
状

　

３
月
11
日
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
９
カ
月
近

く
た
っ
た
被
災
地
で
は
、
今
な
お
、
何
年
、
あ
る
い
は

数
十
年
分
の
ガ
レ
キ
の
山
が
、
復
旧
・
復
興
の
足
か
せ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
・
仙
北
市
の
対
応
状
況

　

秋
田
県
で
は
、
岩
手
県
か
ら
依
頼
の
あ
っ

た
ガ
レ
キ
の
広
域
処
理
の
受
入
れ
に
つ
い

て
、
県
内
市
町
村
へ
意
向
調
査
を
行
い
ま
し

た
が
、
現
時
点
で
受
入
れ
を
表
明
し
た
市
町

村
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仙
北
市
で
は
、「
受
入
れ
を
前
提
と
し
た

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
状
況
次

第
で
は
検
討
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

　

放
射
能
影
響
な
ど
現
地
の
情
報
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
直
接
現
地
の

現
状
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

11
月
15
日
、16
日
に
岩
手
県
北
部
（
久
慈
市
・

洋
野
町
・
野
田
村
・
普
代
村
）
と
宮
古
市
へ

行
き
、
現
状
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
地
の
状
況

　

岩
手
県
北
部
の
ガ
レ
キ
は
約
27
万
㌧
で

各
地
域
ご
と
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
①
は
野
田
村
十
府
ヶ
浦
の
約
３
万
１
千

㌧
が
保
管
さ
れ
て
い
る
ガ
レ
キ
置
場
の
様

子
。
未
だ
に
分
別
や
処
理
が
決
ま
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

　

岩
手
県
北
部
で
発
生
し
た
ガ
レ
キ
は
、
17

カ
所
の
仮
置
き
場
に
搬
入
さ
れ
、
う
ち
分
別

が
始
ま
っ
て
い
る
仮
置
場
は
８
カ
所
、
分
別

さ
れ
た
後
の
二
次
置
場
は
１
カ
所
、
他
８
カ

所
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
状
況
で
し
た
。

　

岩
手
県
北
部
で
も
っ
と
も
、
被
害
が
大
き

か
っ
た
野
田
村
で
は
、岩
手
県
に
処
理
を
委

託
し
て
お
り
、
写
真
②
の
よ
う
に
重
機
と
人

の
手
に
よ
る
分
別
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
は
、
可
燃
・
鉄
く
ず
類
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
類
・
木
材
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ガ

ラ
ス
陶
磁
器
類
な
ど
、
約
６
品
目
ほ
ど
に
分

別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

分
別
さ
れ
た
ガ
レ
キ
は
、
種
別
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
二
次
置
場
へ
と
移
動
し
、
処
理
先
が

決
ま
る
ま
で
保
管
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
写
真

③
は
金
属
く
ず
が
保
管
さ
れ
て
い
る
様
子
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
は
、
岩
手
県
内
で
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
久
慈
市
の
一
部
で
は
、
可
燃

の
一
部
は
す
で
に
焼
却
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
１
日
当
た
り
５
㌧
程
度
で
、
岩
手
県

北
部
の
焼
却
場
だ
け
で
は
到
底
追
い
つ
か

な
い
の
が
現
状
だ
そ
う
で
す
。

　

普
代
村
で
は
、
岩
手
県
内
の
業
者
で
木
く

ず
を
チ
ッ
プ
化
し
、
再
利
用
に
向
け
て
処
理

し
て
い
ま
し
た
。

　

洋
野
町
で
は
、
よ
う
や
く
分
別
が
開
始
さ

れ
た
状
況
で
、
ガ
レ
キ
は
混
在
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。

　

写
真
④
は
宮
古
市
か
ら
東
京
都
へ
搬
出

さ
れ
る
様
子
。
こ
こ
で
は
、
東
京
都
独
自
の

基
準
を
設
け
て
、
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
ガ
レ

キ
の
み
を
搬
出
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
放

射
線
量
の
測
定
に
関
し
て
は
、
第
三
者
機
関

が
１
時
間
ご
と
に
測
定
し
、
搬
出
さ
れ
る
ガ

レ
キ
を
随
時
、
遮
蔽
し
た
状
態
で
、
ガ
レ
キ

そ
の
も
の
の
放
射
線
量
を
測
定
し
て
い
ま

し
た
。
現
場
の
担
当
者
の
話
で
は
、
こ
れ
ま

で
汚
染
さ
れ
た
ガ
レ
キ
は
、
ま
だ
無
い
と
の

説
明
で
し
た
。

　

現
状
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
９
カ
月
近
く

た
っ
た
今
で
も
、
ガ
レ
キ
の
処
理
が
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。

岩手県北部  空間放射線量：0.06 ～ 0.08 μ Sv/h
仙北市  空間放射線量：0.05 μ Sv/h

担当：仙北市環境保全センター　 54-3305

①

②

③

④

コミュニティ助成（宝くじ助成）により
防災用資機材を整備

　このたび、「地域防災組織育成助成事業・自主防災防災
組織育成」を活用し、柏林自主防災会（小松嘉会長）へ防
災用資機材を整備しました。
　柏林自主防災会では、配備された AED の使用方法を学
ぶため、普通救命講習会を開催し、イザ！というときに備
えました。

【柏林自主防災会へ配備された資機材】
　電池メガホン 1 台、街頭用消火器 4 台、ヘルメッ
ト 19 個、AED1 台、テント 2 張、救急箱 1 箱、簡易
担架 1 台、発電機 1 台、強力ライト 19 個

㈶自治総合センターが宝く
じの社会貢献広報事業の一
環として地域社会の健全な
発展と住民福祉の向上に寄
与するため実施している助
成事業です。

　コミュニティ助成とは
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１

２

３

４

５
  
　疑問・困りごとなど、お気軽にご相談ください。

【身体の障がいに関する相談員】
●田村　貞良　 43-2677
　（田沢湖生保内字四十程）
●藤原　幸子　 44-3221
　（田沢湖神代字堂ノ西）
●田口　容子　 55-1210
　（角館町広久内下タ町）
●佐々木　良一　 53-3388
　（角館町西勝楽町）
●菅原　城　 43-0790
　（田沢湖生保内字源左衛門野）
●千葉　量子　 55-4276
　（角館町西長野古寺）
●鈴木　順子　 49-2305
　（西木町上桧内字横枕）

【知的障がいに関する相談員】
●田口　ひとみ　 54-4350
　（角館町上野）
●佐藤　智子　 44-3423
　（田沢湖角館東前郷字柳持）

【戦没者遺族に関する相談員】
●藤沢　忠夫　 42-2058
　（田沢湖田沢字沼田）
　 戦没者遺族の各種年金・給付金等に関する相談
　 生活上の問題や利用可能な福祉制度に関する相談

●問合せ／社会福祉課　福祉政策係　 43-2288

仙北市の障がい福祉・戦没者遺族
相談員を紹介します

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

semboku city information

●採用予定人数／ 1 人
　 ホームヘルパー 2 級以上を有する方
●受付期間／平成 24 年 1 月 31 日（火）
●試験日時・場所／申込があった時点で試験日時を
　調整のうえ、後日ご連絡します。
●申込方法／ハローワーク角館からの紹介状、履歴
　書と資格証（写）を持参または郵送で田沢湖病院
　まで提出してください。
 ●問合せ／田沢湖病院　 43-1131

田沢湖病院臨時職員（看護補助）を
募集します

　仙北市では、次の貸付事業を行っています。
① 65 歳以上の高齢者と同居する親族の方で、高齢者
　の専用居室等の整備を必要とする方への貸付
②障がい者の方または障がい者と同居する親族の方
　で、障がい者向けに居室等を増改築または改造す
　ることを必要とする方への貸付（本事業では、身
　体障害者手帳 1 級から 4 級または、療育手帳「Ａ」
　に該当する方が対象となります）

【貸付内容】
　①対象者／自力で整備を行うことが困難な方
　②限度額／ 1 戸あたり 150 万円
　③貸付利率／政府資金の貸付利率
　④据置期間／ 2 年以内（この間、利息のみ償還）
　⑤償還期間／据置期間経過後 8 年以内
　⑥償還方法／元利均等半年賦（9 月・3 月）等
　⑦延滞利息／償還期日を経過した日から年 10％
　　　　　　　  の割合を乗じて計算
　⑧提出書類／申請者・保証人の所得に関する証明他
　⑨貸付日／整備完成後
　⑩保証人／仙北市内に居住する家族以外 2 人
　⑪その他／事前に計画書の提出をお願いしていま
　　　　　　す。
●問合せ／

　高齢者担当：長寿支援課　長寿いきがい係
　 43-2281　FAX 47-2116
　障がい者担当：社会福祉課　障がい福祉係
　 43-2288　FAX 47-2116

仙北市住宅整備資金貸付事業の
ご案内

　身体障害者手帳の交付対象とならない程度の難聴
児（18 歳未満）に対して、補聴器の装用により言語
の習得やコミュニケーションの向上を促進するため、
補聴器の購入費用の一部を助成します。
　助成対象児には、医師による意見書などが必要に
なります。 
　詳しくはお問い合わせください。
●問合せ／社会福祉課　障がい福祉係　 43-2288

難聴児補聴器購入費を
助成します

  
　仙北市農業委員会委員一般選挙が、12 月 4 日（日）
に告示、12 月 11 日（日）に投開票の予定です。今
回の選挙は、合併前の旧町村単位で実施されます。
●選挙権の要件（下記の条件をすべて満たし、農業
委員会委員選挙人名簿に登録されている方）／

【住所】仙北市に住所を有している方
【年齢】平成 23 年 3 月 31 日現在で満 20 歳以上に達

している方
【耕作の業務】①または②のいずれかの要件を満たし

ている方
①：10 アール以上の農地を耕作している方
②：①の同居の親族またはその配偶者で、耕作従事
日数が年間 60 日以上と農業委員会が認めた方
●投・開票予定日／ 12 月 11 日（日）
　投票は 7 時から 18 時まで、開票は 19 時 30 分か
らの予定です。

仙北市選挙だより
仙北市農業委員会委員一般選挙のお知らせ

  
【期日前・不在者投票について】

●期日前・不在者投票のできる期間／ 12月5日から
　12 月 10 日まで
※投票日当日に仕事などのために投票所へ行くこと
ができない方は期日前・不在者投票をご利用くださ
い。なお、入場券がお手もとに届いている場合は、
ご持参ください。

①期日前投票は下記の場所・時間で行うことができ
　ます。
◆第 1 選挙区（田沢湖地域）
　 田沢湖庁舎…8：30 ～ 20：00
　 田沢出張所…8：30 ～ 17：00
　 神代出張所…8：30 ～ 17：00
◆第 2 選挙区（角館地域）
　 角館庁舎…8：30 ～ 20：00
◆第 3 選挙区（西木地域）
　 西木総合開発センター…8：30 ～ 20：00
　 桧木内出張所…8：30 ～ 17：00
※選挙区別に、利用できる期日前投票所が限定され
ますのでご注意ください。
※各出張所は、投票時間が 17 時で終了します。
②他の市区町村で不在者投票を行う場合は、お早め
に請求してください。（11 月 25 日から田沢湖・角館・
西木庁舎、田沢・神代・桧木内出張所の各窓口に請
求書を準備しています）
③不在者投票のできる病院等で行う場合は、病院等
の担当者におたずねください。

●入場券の発送は 12 月 5 日を予定しています。
●問合せ／選挙管理委員会　 43-1150

【選挙区別の投票所・開票会場一覧】
選挙区 投票区 投票所 開票会場

　第 1 選挙区
　　田沢湖地域の方

田沢 田沢交流センター

田沢湖総合開発センター大集会室

石神 石神会館
生保内 田沢湖健康増進センター
潟 潟文化センター
岡崎 岡崎生活総合センター
神代 田沢湖福祉医療センター
梅沢 森腰構造改善センター
卒田 卒田会館

　第 2 選挙区
　　角館地域の方

角館 角館交流センター

角館庁舎大会議室
中川 中川集落センター
雲沢 雲沢集落センター
西長野 西長野交流センター
白岩 白岩小学校

　第 3 選挙区
　　西木地域の方

上桧木内 紙風船館

西木総合開発センター集会室桧木内 桧木内小学校
西明寺北 かたくり館
西明寺南 西木庁舎（総合開発センター）

semboku city information

市役所からの
お知らせ
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　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX

等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんな

どどなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

日 健診名 対象者 場所
2日（金）3歳児 H20 年 5 月生

健康管理センター

（角館）

9日（金）1歳6カ月児 H22 年 5 月生
13日（火）2歳児歯科 H21 年 5 月生
16 日（金）4カ月児 H23 年 8 月生
16 日（金）10カ月児 H23 年 2 月生

日 時間 相談名 対象者 場所

6日
（火）

午前 7カ月児 H23 年 5 月生 健康管理センター

（角館）午後 12カ月児 H22 年 12 月生

日 受付時間 場所
5日（月）

13：00 ～ 13：30 健康管理センター（角館）
12 日（月）
19 日（月）
27日（火）

日 種類 場所
7日（水）ポリオ 健康管理センター（角館）

14日（水）三種混合・BCG 西木保健センター
20日（火）三種混合・BCG 田沢湖健康増進センター
21日（水）三種混合・BCG 健康管理センター（角館）

乳幼児健診

乳児相談

母子手帳交付

予防接種

12月の健康カレンダー

【問合せ】仙北市保健課　　 55-1112

だしっこルーム（生保内保育園内）

43-1025　FAX 43-3256

　7 日（水）／子どもと一緒にクリスマスリースを

　　　　　　　作ろう

14 日（水）／親子でリズム体操を楽しもう

21 日（水）／クリスマス楽しみ会（お誕生会）

時間／ 9：30 ～ 11：30

子育て支援センター情報

わかばルーム（神代保育園内）

44-2502　FAX 44-2931

13 日（火）／クリスマスの飾りを作ろう

20 日（火）／クリスマスケーキを作ろう

27 日（火）／音楽会に参加しよう

時間／ 9：30 ～ 11：30

「わいわい広場」

15 日（木）／保健師さんのお話を聞こう

　　　　　　　（冬にかかりやすい病気について）

　　　　　　　身体測定

「赤ちゃん広場（0 ～ 1 歳児）」

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

48-2345　FAX 48-2525

　1 日（木）／発表会ごっこを楽しもう・身体測定

　8 日（木）／保育園のお友だちとあそぼう

　　　　　　　～仲良しになろう～

15 日（木）／クリスマスの飾りを作ろう

　　　　　　　～どんなのができるかな？～

時間／ 9：30 ～ 11：20

いちごルーム（角館保育園内）

53-2918　FAX 53-2919

　7 日（水）／クリスマスツリーを作ろう

☆角館児童館（旧角館保育園）で開催

22 日（木）／クリスマスを楽しもう

　　　　　　　（楽しみ会に参加する）

☆角館保育園　9：30 ～

時間／ 10：00 ～ 11：00

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

47-2525　FAX 47-2323

　7 日（水）／健康チェック（保健師さんが来園

　　　　　　　します）・保育園であそぼう

14 日（水）／人形劇を見ましょう

21 日（水）／クリスマス会に参加しよう

時間／ 9：30 ～ 11：30

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のため、健康管理セン

ターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いください。

●日時／ 12日（月）、26日（月）　9：30～11：30
【問合せ】仙北市保健課　  55-1112

12月　おやこ交流広場

　10月1日号の広報でもお知らせしましたが、これまで受

け取っていた方も含め、中学校終了前までの子どもを養育

する全ての方は、市役所各窓口への申請をお願いします。

※公務員の方は、職場での手続きとなります。

●申請の際に持参いただくもの／

　 印鑑

　 受給申請者の保険証（仙北市の国民健康保険加入者

　　を除く）

　 受給申請者名義の預金通帳

　 18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日までの子ど

　　もで、別居して監護し養育している場合は、その子

　　どもの属する世帯全員の住民票の写し

●申請期間／平成23年9月30日までに生まれた子どもに

　対する申請は、6カ月間の経過措置期間が設けられます

　ので、平成24年3月末までに申請すれば、10月分からの

　手当を受け取ることができます。

　　ただし、申請後に受給資格を審査してから支給となり

　ますので、平成24年2月10日支給分から受給するために

　は平成24年1月20日（金）までに申請してください。

中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ

10月から「子ども手当」が変わりました
申請をお忘れなく！！

【ご注意ください】
　以下の方は速やかに申請してください。

※経過措置の対象外で、3 月までに申請しても遡って受け

取れません。

10月以降に他の市町村から引越しされた方

10月以降に出生などにより、新たに養育する子どもが

　できた方

10月以降に出生などにより、養育する子どもが増えた方

※ 10 月以降に他の市町村から引越しされた方は、転出し

た日（転出予定日）の次の日から、10月以降にお子さんが

生まれた方は、お子さんが生まれた日の次の日から数えて

15日を経過するまでに必ず申請してください。

※原則として、請求のあった月の翌月分から支給となりま

すので、ご注意ください。

◆平成24年4月以降の制度については、決まり次第お知ら

　せします。

【問合せ】仙北市子育て推進課　家庭援護係　  43-2280

12月の

子育て
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【単行本】
「コーヒーもう一杯」平安寿子／「三人小町の恋」田

牧大和／「ポーカー・フェース」 沢木耕太郎 ／「ここ

を出ろ、そして生きろ」松原耕二／「きのうの家族」

三日月拓／「ドルチェ」誉田哲也／「持ち重りする薔

薇の花」丸谷才一／「虚空の冠（上）（下）」楡周平／

「福永武彦戦後日記」福永武彦／「ゴーグル男の怪」 島

田荘司 ／「邪馬台」北森鴻／「あつあつを召し上がれ」

小川糸／「小さな天体」加藤典洋／「ヴァインランド」

トマス・ピンチョン／「メモリー・ウォール」アンソ

ニー・ドーア／「管見妄語　始末に困る人」藤原正彦

／「外務省に告ぐ」佐藤優／「遺体」石井光太／「パ

リのパン屋さん」川村明子／「イタリア美味遺産」平

松玲／「義理と人情」山折哲雄／「政治家はなぜ「粛々」

を好むのか」円満字二郎／「ミシュラン 三つ星と世界

戦略」国末憲人／「日本人の 9 割は冷えている」蓮村

誠／「「本屋」は死なない」石橋毅史

【新書】
「ねじれの国、日本」堀井憲一郎／「法然親鸞一遍」

釈徹宗／「国民ＩＤ制度が日本を救う」前田陽二／

「リーダーシップ」山内昌之

　新潮社から寄贈された図書を紹介します。

●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。このほか

たくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書

学習資料館

Books

　水墨画の源流を基本から学びます。

　墨の五彩の妙味によって自由に運筆し、個々の豊か

な表現力ですばらしい作品を製作できます。

　指導方法はマンツーマン方式です。楽しい仲間と学

んでみませんか。

●開催日／ 1 月 11 日（水）、1 月 25 日（水）、2 月

　8 日（水）、2 月 22 日（水）、3 月 14 日（水）、3

　月 28 日（水）　

●受講時間／ 14：00 ～ 16：00

●講師／赤川  華流（秋田市）

●開催場所／西木公民館　会議室

●受講料／材料費（書道道具が必要です。公民館貸出可）

●募集定員／ 10 人

●募集期間／ 12 月 20 日（火）まで先着順締切

【申込・問合せ】西木公民館　 47-3100

中国水墨画講座　受講生募集

西木公民館

Information

●田沢湖図書館／ 5 日、12 日、19 日、23 日（金・

天皇誕生日）、26 日、28 日～ 1 月 4 日（年末年始

休館日）

●学習資料館／ 5 日、12 日、19 日、23 日（金・

天皇誕生日）、26 日、28 日～ 1 月 4 日（年末年始

休館日）

●イベント交流館／ 5 日、12 日、19 日、26 日、28

日～ 1月 4 日（年末年始休館日）

12月の休館日のお知らせ

田沢湖図書館・学習資料館・イベント交流館

Information

【おすすめの本】
「いつか行ってみたい世界一の絶景を見る」新人物往

来社／「アニメで読む世界史」藤川隆男／「おうちで

できる子どものための自然療法」ＰＨＰ／「野球食の

レシピ」海老久美子／「憂鬱でなければ、仕事じゃな

い」見城徹・藤田晋／「タネが危ない」野口勲／「高

速道路なぜ料金を払うのか」宮川公男／「ジェネリッ

ク医薬品講座」ぎょうせい／「安心・安全！自宅でで

きるソーラー発電のすすめ」桑野幸徳／「ババヘラの

研究」あんばいこう／「ルポ職場流産」小林美希／「こ

れでいいのか小中一貫校」新日本出版社／「宇宙飛行」

若田光一

【クリスマス間近！おはなし玉手箱】
『 たざわことしょかん　おはなし玉手箱 』

　たのしく、おはなし・かみしばい…

　みんなで来てね！

●日時／ 12 月 17 日（土）

　10：00 ～ 12：00

●会場／田沢湖図書館 2 階

　会議室

●問合せ／田沢湖図書館

　 43-1307

【トピックス】
　田沢湖図書館開架ス

ペースに、秋田内陸活性

化本部の発行する新聞を

掲示しています。どうぞ

ご覧ください。

【12 月のテーマ展示】
　『 宮沢賢治の世界
　　　～童話・絵本と人形たちの世界 』
　梁田ゆう子さんのやまねこたちと競演します。

12月のイベント・館内情報
田沢湖図書館

Information

 

たざわことしょかん 

  おはなし   

    玉手箱 

 

 

 １２月１７日（土） 

    午前１０時～正午 

図書館２階 会議室 

たのしく、おはなし・かみしばい・・・ 

                みんなできてね ！！ 

 たざわことしょかん 

   ☎ ０１８７－４３￥１３０７ 

　仙北市教育委員会は、10 月 20 日、次の２件を市

の文化財に指定しました。

【問合せ】仙北市文化財課　 43-3384

2件を市の文化財に指定しました
文化財課

Topics

大塚山妙徳寺
天井絵「雲龍図」（有形文化財　絵画）

　

　幕末から明治初期に活躍した日本画家平福穂

庵が祖師堂の天井に明治 13 年（1880）に描

いたもので、36 歳の画家として脂ののりきった

時代の作品です。

　空を駆け巡るがごとく生き生きとした龍の姿

で、後世の画家の指針となった名作です。

東栄堂三泉「印譜帳」（有形文化財　歴史資料）

　

　印判版木師　東栄堂三泉（本名　阿部俊之介）

が嘉永 6 年（1853）から明治21年（1888）に

至る 36 年間の業績を記した 3 冊の印譜帳です。

　蔵書印、書画の雅印、店判、商品ラベル、実印、

職印、干支の印など多岐にわたり、注文先も北

海道などの広範囲にわたっており、当時の交易

の様子も伝える歴史資料です。

　野菜や果物、花や風景などを描き、思い思いの言葉

や文章を書き添え、独特の温もりと優しさを与えてく

れる絵手紙。すでに広報誌の表紙を飾る絵手紙シリー

ズでお馴染みとなっていますが田沢湖公民館では、そ

の素晴らしさを体験していただきたく、水曜教室と土

曜教室の２コースに分け、各５回の絵手紙教室を開催

します。親子でもお楽しみいただけますので、ぜひお

申し込みください。

●水曜教室／①12月21日、② 平成24年 1月11日、

　③ 1月25 日、 ④ 2 月 8日、⑤ 2 月 22日

●土曜教室／① 12月17日、②平成 24 年 1月14日、

　③ 1月28日、④ 2月18日、 ⑤ 3月 3日

●時間／ 9：30 ～ 11：30

●会場／田沢湖総合開発センター

●内容／絵手紙の描き方～応用と楽しみ方

●講師／鈴木  一枝  氏（日本絵手紙協会公認講師）

●受講料／無料

●持ち物／筆拭き用の雑巾かタオル

●募集定員／水曜・土曜教室とも、先着８人

●申込先／田沢湖公民館　 43-1061

●申込期限／ 12 月 15 日（木）

　17：00

絵手紙教室　受講生募集

田沢湖公民館

Information

文
化
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報
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●大腸がん検診の結果【精密検査が必要】と通知のあった方　

　検診結果をもう一度、よくご確認ください。もし、【精密検査が必要】と

書かれていたら、ぜひ、最寄の医療機関を受診し、本当に体に異常がない

かどうか、必ず確かめましょう。精密検査受診率を 100％にすることが、「仙

北市から大腸がんで亡くなる方を 0 人にする～大腸がん撲滅キャンペーン

～」につながります。

【12 月の大腸がん検診】　
12 月の検診日程 受付時間 検診会場

  1 日（木） 16：00 ～ 19：00 　市立角館総合病院

  7 日（水）

11：00 ～ 14：00

　田沢湖総合開発センター

14 日（水） 　神代就業改善センター

21 日（水） 　西木総合開発センター

※ 1 月は 11 日（水）から受付けを開始します。

　9月に市民の皆さんおよそ5,500人の方に、「大腸がん検診に関するアンケート

調査」を実施し、大変多くのご協力をいただきました。誠にありがとうございます。

アンケートの結果、なんと約80％もの方が大腸がん検診の重要性を強く感じる

と回答していますが、受診の機会が無い方も多くいらっしゃる様です。

　自覚症状のない健康な時にこそ検診を受ける事が重要です。下記のとおり、仙

北市では毎月大腸がん検診の受付を行なっていますので、ご自身の健康のために

もこれを機にぜひ受診してください。

ご質問・お問い合わせは、仙北市健康管理センターまで　 55-1112　月～金曜日　9：00 ～ 17：00（祝日・年末年始を除く）

大腸がん撲滅キャンペーン
（12月の大腸がん検診）

事業主の皆さまへ

（引き続きのお願い）

　従業員の健康管理に「仙北市 大

腸がん撲滅キャンペーン」をご利

用ください。研究へ参加すると大

腸がん検診の費用も無料になりま

す。大切な従業員の健康を守るた

め、ぜひこの機会をお役立てくだ

さい。いつでもご説明に伺います。 

お気軽にお問い合わせください。

加
入
期
間
が
数
年
足
り
ず
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
と
き
は

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、

65
歳
か
ら
月
額
６
万
５
７
４
１
円
の
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、「
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

の
に
加
入
期
間
が
数
年
足
り
な
か
っ
た
」
と

い
っ
た
深
刻
な
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
25

年
以
上
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納
め
た

期
間
か
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ
の

25
年
に
は
い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ
期
間
」（
合
算

対
象
期
間
）
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
大
切
な
の
が
、
こ
の
「
カ
ラ
期
間
」

を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

カ
ラ
期
間
と
は

　
カ
ラ
期
間
は
、
上
記
の
25
年
の
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
な
い
「
実
」
の
な
い
期
間
の
た
め
、
通
称

「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、
原
則
、

昭
和
36
年
４
月
以
後
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
期
間
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た

の
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
次
の
人
の
期
間

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
昭
和
61
年
３
月

ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養

配
偶
者
、
②
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
学
生
、

③
海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、
昭
和
61
年

３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当

を
受
け
た
期
間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

本
人
の
申
出
が
必
要
で
す

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、
年
金

の
未
加
入
期
間
と
な
っ
て
い
て
、
日
本
年
金

機
構
に
は
そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
原
則
と
し
て
、
ご
本
人
の
申
出
に
基
づ

い
て
カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
25
年
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資

格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ
期
間
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区

町
村
役
場
の
担
当
窓
口
に
そ
の
旨
を
申
し
出

て
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
期
間
が
な
い
方
は

　
カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に
25
年
の
資
格
期

間
を
満
た
せ
な
い
方
は
、
60
歳
か
ら
70
歳

に
な
る
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
の
任
意

加
入
者
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
の
保
険
料
の
額
は
、
一
般
の
第
１
号

被
保
険
者
と
同
様
、
平
成
23
年
度
は
月
額

１
万
５
０
２
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
任
意
加
入
者
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
任
意
加
入
に
つ
い
て
も
、
年
金
事
務
所
ま

た
は
市
区
町
村
役
場
の
担
当
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
電
話

に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
５
７
０

（
０
５
）
１
１
６
５
」
を
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

「
カ
ラ
期
間
」
を
ご
存
知
で
す
か

国民年金だより

国民
年金

保
健
の
掲
示
板 　認知症の方を自宅で介護されている家

族の方々は、様々な悩みを抱え、その思

いは深く複雑ではないでしょうか。

　一人で抱え込んではつらい介護の悩み

も、同じような経験をしている人どうし

で、話すと楽になったり介護のヒントが

つかめたりします。

　包括支援センターでは、毎月１回、家

族の方々とのお話の会を開催していま

す。多くの方の参加をお待ちしています。

●日時／ 12 月 12 日（月）

　10：00 ～ 11：30

●場所／西木総合開発センター　2 階　

　農林研修室

●内容／①認知症についての相談　②悩

　みを出し合いみんなで共に考えましょう

●対象／認知症の方を介護している家族

●問合せ／仙北市包括支援センター　

　 43-2283　

認知症の方を支える家族の会
3

　健診やドッグの結果で、「血糖値が高め」

と言われたけど、「大丈夫」と思っている

方はいませんか。血糖値が高くても症状

が現れにくいので、気がつかないうちに、

合併症や心臓病、脳卒中を引き起こしや

すくなります。合併症などの大きな病気

にかからないうちに、糖尿病の予防・悪

化予防のための教室に参加して、自分に

合った運動方法や食事のポイントを学び

ましょう！

●場所／健康管理センター（角館）、西木

　保健センター、田沢湖健康増進センター

●対象者／

▲

特定健診やドッグの結果、

　HbA1c が 5.6％以上で 40 歳から

　69 歳の方のご本人またはご家族　

　

▲

治療中の方は、医師から運動可能

　と診断されている方

「血糖値が高め」の方は要注意！

「糖尿病予防教室」を開催します

1

●内容／運動実技（７回）、糖尿病につ

　いての勉強会（2 回）、栄養教室（１

　回）、糖尿病の体験談（１回）、個別相

　談（運動教室の時に行います）

●初回の日程／ 12 月 12 日（月）西木、

　14 日（水）田沢湖、15 日（木）角館

●実施期間／ 12 月から3 月　合計11回

●申込／ 12 月 7 日（水）までに保健

　課へ電話でお申し込みください。申し

　込みされた方には、後日日程などの詳

　細についてお知らせします。

●料金／無料

●申込・問合せ／仙北市保健課　 55- 

　1112

　心に溜まったことや、気になること、心

配なことつらいこと、話してみませんか。

えくぼの会会員がお話を聴きます。

●場所／角館交流センター

●日時／ 12月21日（水）14：00 ～

　16：00

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112

傾聴ボランティア「えくぼの会」
2
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イベント

第7回仙北市新春書初大会

～新年の新たな気持ちを　筆に込めて～
　恒例となりました公民館主催の「新春

書初大会」を下記の日程で開催します。

どなたでも参加できますので、ぜひお申

し込みください。

●日時／平成 24 年 1 月 6 日（金）9：

00 ～ 12：00（予定）　●会場／角館

交流センター　●課題／

▲

小１「げ ん 

き」　

▲

小２「たつどし」　

▲

小３「はる

の光」　

▲

小４「生きる力」　

▲

小５「日

本の春」　

▲

小６「希望の年」　

▲

中１「強

い信念」　

▲

中２「青雲大志」　

▲

中３「生

命の尊重」　＊上記は、「書友社」新年書

初手本（中学生は行書）　＊高校生・一

般参加者の課題は自由 　●参加費／無

料（記念品進呈）　●持ち物／書道用具、

下敷き（用紙は当日配布）●申込先／最

寄りの公民館の窓口か、電話で氏名・年

齢（学生は学校名・学年）住所・電話番

号をお知らせください。　

▲

田沢湖公

民館　 43-1061　

▲

角館公民館　

54-1110　

▲

西木公民館　 47-

3100　●申込期限／ 12 月 22 日（木）

17：00

仙北市スポーツ少年団
研修会

【演題】望ましいスポーツ少年団活動を
求めて

講師／筑波大学名誉教授：萩原 武久 氏

サッカー J リーグ「水戸ホーリーホック」

GM

●日時／ 12 月 11 日（日）15：00 ～

●会場／角館樺細工伝承館　総合研修室

●問合せ／仙北市スポーツ振興課　

43-3390

西木公民館

「漢字検定」開催

　西木公民館では「漢字能力検定」を下

記日程で開催します。「資格を取得した

い」「自己啓発のため」「最近漢字を忘れ

てきた…」など自分の漢字力を試すチャ

ンスです。どなたでも受けられますので、

ぜひ受けてみませんか？

● 日 時 ／ 平 成 24 年 2 月 4 日（ 土 ）

10：00 ～　●会場／西木公民館　●検

定料／

▲

2 級：3,500 円　

▲

準 2 級～

7 級：1,800 円　

▲

8 ～ 10 級：1,400

円　●申込み／検定料を添えて西木公

民館まで　●申込締切／ 12 月 19 日

（月）　●問合せ／西木公民館　 47-

3100　

※申込みが 10 人に至らなかった場合に

は中止となります。

【級の目安】

▲

10 級（小 1 修了程度）

▲
9 級（小 2 修了程度）　

▲

8 級（小

3 修了程度）　

▲

7 級（小 4 修了程度）
▲

6 級（小 5 修了程度）　

▲

5 級（小

6 修了程度）　

▲

4 級（中学在学程度）

▲

３級（中学卒業程度）　

▲

準 2 級（高

校在学程度）　

▲

2 級（高校卒業程度）

市立角館総合病院

クリスマスコンサート2011

　今年も、クリスマスコンサートを以下

の内容で開催いたします。多数のご参加

をお待ちしています。

●日時／ 12 月 14 日（水）　15：30

～ 16：30　●場所／市立角館総合病

院　1 階外来ホール（昨年と同じ）　入

場無料　●問合せ／角館総合病院　総

務管理課　 54-2111

【演奏者：松尾沙樹（プロフィール）】

ボードウィン（アメリカ）音楽祭 マス

ターコース合格 。桐朋学園大学演奏学

科バイオリン専攻卒業 。国際芸術連盟 

第 7 回 jila 全日本音楽コンクール 3 位

入賞。第 20 回 TIAA クラシックオー

ディション最優秀賞受賞 。MMCK 音楽

祭参加、マイケルギルバート各氏と出演。

元秋田大学非常勤講師。現在、秋田、東

京にてオーケストラ、ソロを中心に活動

中。

42 歳厄祓いと懇親会の
お知らせ

　角館中学校卒業生と 42 歳の厄払いを

一緒に行いませんか？

●期日／平成 24 年 2 月 1 日（水）　●

参加料／

▲

お祓い：8,000 円（記念品

含む）　

▲

懇親会：13,000 円（ニュー

大切）　＊片方のみの参加もできます。

●締切／ 12 月 10 日（土）　●申込・

問合せ／ 42 歳厄祓実行委員会　代表　

橋本 益美　 55-2020

西木公民館「豊齢学園」

3地区交流研修会・閉講式

  豊齢学園恒例の３地区交流研修会と閉

講式を開催します。

  皆勤賞の表彰もあります。お誘い合わ

せのうえ、ご参加ください。

●日時／ 12 月 16 日（金）10：30 ～

●会場／クリオン　松竹梅の間　●参加

費／ 2,500 円（昼食代）＊当日持参し

てください。　●申込み／ 12 月 8 日

まで、運営委員または西木公民館にお申

し込みください。　●問合せ／西木公民

館　 47-3100

講座・講習

内陸線に乗ってスイーツを食べながら
素敵な出会いをしませんか？

第4回「愛のり列車」開催

　桧木内・西明寺地域運営体では、恋愛

環境の総合的な発展を図り、幸せな街づ

くりを目指し「愛のり列車」を企画しま

した。

●日時／ 12 月 18 日（日）8：20 ～

●集合場所／秋田内陸線角館駅　●参

加資格／ 20 歳以上の独身男女（男性

は仙北市在住の方限定、女性は不問）　

●募集定員／男女各 20 人　●参加会

費／男性：3,500　女性：1,500 円　

●問合せ／桧木内地域運営体事務局　

担当：藤枝　 090-3756-8707

仙北市総合産業研究所

下期加工研修のご案内

① 12 月 6 日（火）10：00 ～ 12：00

●場所／西木庁舎農林研修室　●参加費

／無料　●内容／加工品を持ち寄ってい

ただき、プロからアドバイスを受けます

② 12月20日（火）10：00 ～ 14：00

●場所／神代就業改善センター　●参加

費／ 2,000 円　●内容／冬野菜の加工：

白菜、ネギ、ホウレンソウの加工と商品化

③平成 24 年 2 月 16 日（木）10：00

～ 14：00

●場所／神代就業改善センター　●参加

費／ 2,000 円　●内容／春野菜の加工：

アスパラ、ウドなどの加工と商品化

●定員／いずれも先着順 20 人。お早め

にお申し込みください。　●問合せ／

仙北市総合産業研究所　担当：泉　

43-2243

年越しそばを
打ちませんか？

　恒例となりました新そばのそば打ち講

座。そば打ちは初めてという方も大歓

迎！ 1 日 2 回の連続手打ちで腕前を磨

きましょう。

●日時・締切／

▲

① 12 月 12 日（月）

18：30 ～　申込締切：12 月 8 日（木）

（２時間程度）　

▲

② 12 月 18 日（日）

10：00 ～　申込締切：12 月 15 日（木）

▲

③ 12 月 26 日（ 月 ）18：30 ～　

申込締切：12 月 22 日（木）　●場所

／西木公民館　●定員／ 10 人　＊ただ

し、３人以上の申込みが無い場合は、次

回にまとめさせていただきます。　●参

加料／ 1 日につき 2,000 円　●持ち物

／エプロン、三角巾、そばを入れる容器

●申込・問合せ／遊々楽々３トピア会議

（市農山村体験デザイン室内）　 43-

3353

お勤めをしている方を対象にした

スキルアップセミナー

【JW-CAD によるパース】

●日程／ 1 月 12 日（木）・13 日（金）

●定員／ 10 人

【JW-CAD 基本操作】

●日程／ 1 月 18 日（水）・19 日（木）

●定員／ 10 人

【扇垂木製作講習】

●日程／ 1 月 19 日（木）・20 日（金）

●定員／ 10 人

【JW-CAD で組子製図】

●日程／ 1 月 24 日（火）・25 日（水）

●定員／ 10 人

【技能検定建築大工1級学科試験準備講習】

●日程／ 1 月 26 日（木）・27 日（金）

●定員／ 10 人

【ホームページ作成講習（HTML 編）】

●日程／ 1 月 26 日（木）・27 日（金）

●定員／ 10 人

●時間／ 9：00 ～ 17：00　●場所／

大曲技術専門校　●受講資格／現在お勤

めしている方　●受講料／無料（テキ

スト代は自己負担）　●申込・問合せ／

大曲技術専門校　民間訓練支援室　

0187-62-6321

「生保内友の会」主催

家事家計講習会

　本当に必要なものは、何ですか？心の

整理は家計簿で。

●日時／ 12 月 4 日（日）10：00 ～

12：00　●会場／生保内友の家　●会

費／ 400 円　●問合せ／村岡　 43-

0452

　　相談

社会福祉協議会
12月の心配ごと相談日程

　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配事相談を行っています。地域や

日常生活で抱える心配ごとに相談員が適

切な助言を行い、相談内容によっては関

係機関へ連絡をとるなど、心配ごとの解

決の手助けをさせていただきます。お気

軽にご利用ください。

●日時・場所／

▲

8 日（木）13：00

～ 16：00・社会福祉協議会角館支所

▲

14 日（ 水 ）13：00 ～ 16：00・

神代出張所　　

▲

15 日（木）10：00

～ 12：00・紙風船館　

▲

21 日（水）

13：00 ～ 16：00・田沢湖総合開発

センター　

▲

22 日（木）13：00 ～

16：00・社会福祉協議会角館支所　

●問合せ／仙北市社会福祉協議会　

52-1624

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る、

いわば「行政と住民のパイプ役」です。

仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方

で、自宅で相談を受付けていますので、

お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】
◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

●相談所開設日時・場所／

▲

12 月 14

日（水）13：00 ～ 16：00・神代出

張所　

▲

12 月 21 日（水）13：00 ～

16：00・田沢湖総合開発センター　●

問合せ／仙北市総務課　 43-1111

家計簿
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西木温泉　クリオン　 47-2010

【クリオンからのお年玉！2012 年新春特別企画】

　2011 年も皆様のご愛顧、誠にありがとうございます。
2012 年もよろしくお願いします。

【平成 24 年 1 月 1 日（日）～ 3 日（火）　9：00 ～】

●その１　入湯回数券販売！

　回数券 12 枚綴り、通常 4,000 円のところを 3,000 円

で販売します。

●その 2　お楽しみ抽選会！

　入湯・お食事・お買い物各ご利用料金 1,000 円に 1 回抽

選できます。

※入湯回数券の購入は対象となりません。

※お楽しみ抽選会はなくなり次第終了となります。

●その 3　お買い得！特典付福袋販売！

　売店で販売します。

【レストラン「かたくり」新春祝い！新年振舞い酒】
1月 1日（日）、2 日（月）の 2 日間限定！レストラン「かた
くり」でお食事された方に振舞い酒をご用意しています。ぜひ、
新春のお祝いに振舞い酒をお楽しみください。

●年末年始は休まず営業しています。ただし、12 月31日（土）
　から 1月 3 日（火）までは通常の営業時間とは異なります
　ので、詳しくはお問い合わせください。

株式会社　西宮家　 52-2438　

● 12 月 2 日～ 4 日／ニット展　荒木和子　米蔵 2F
● 12 月 24 日・25 日／クリスマススペシャルランチ
　（11：00 ～ 14：00）　1,200 円　レストラン北蔵

株式会社　花葉館　 55-5888

　12 月リニューアルオープン！

　エレベーターを設置、一部バリアフリーになりました。

【小桜舞子ショー】

●日時／ 12 月 23 日（金）　●会場／ひでこの間

【昼の部】　2,500 円（税込）（弁当・入浴付）▲

開場／正午～　

▲

開演／ 13：00 ～

【夜の部】　5,500 円（税込）（円卓料理と飲み放題）▲

開場／ 17：50 ～　

▲

お食事／ 18：00 ～▲

開演／ 19：00 ～

【Special プラン（室数限定）】
宿泊とディナーショーがセットでお得　
9,800 円（1 泊朝食付）

【年越しオードブル】

ご予約受付中です。
1 台 6,000 円（12 月 25 日締切）

【グラウンドゴルフ】

　今年の営業は終了しました。ご利用ありがとうございま

した。

ハートハーブ
【冬期間営業のお知らせ】

　レストランでは冬季限定のあったかメニュー登場！
　お買物・お食事・喫茶・体験教室など、冬ならではのハー
トハーブをお楽しみください！
●営業日／土・日・祝日およびお正月・春休み期間のみ営業
●営業時間／ 10：00 ～ 16：00

株式会社　アロマ田沢湖　 43-2424

第 3 セクター情報

お知らせ

認知症の悩み　ご相談ください

認知症特別相談会

●日時／ 12 月 10 日（土）13：00 ～

16：00　●会場／秋田県認知症コール

センター（秋田市御所野）　●相談員／

医師、介護従事者、家族の会、常勤相談

員　●相談費／無料　●相談は面接ま

たは電話（事前の予約が必要）　●問合

せ／秋田県認知症コールセンター　

018-829-2275

秋田県司法書士会
司法書士総合相談センター大曲

無料相談会

●相談内容／不動産・会社・法人の登

記、多重債務、成年後見等　●相談方

法／面談による相談（事前に必ず電話

による予約が必要）毎月先着順に 4 件

まで　●予約専用電話／司法書士総

合相談センター大曲　 018-824-

0055　●開催日／ 12 月 21 日（水）、

平成 24 年 1 月 25 日（水）、2 月 22

日（水）、3 月 28 日（水）　18：00

～ 20：30　●場所／サンクエスト大

曲　●問合せ／秋田県司法書士会　

018-824-0187

JR 東日本　秋田支社

冬期の踏切事故防止の協力
と踏切通行止めのお知らせ

　冬期は雪や路面凍結によりスリップ

し、踏切上で停止または脱輪してしま

うことが考えられます。踏切前では一

旦停止し、左右の安全を確認してから

横断してください。

【連絡先】信号通信指令室
フリーダイヤル：0120-401-625

【田沢湖線：通行止め予定】
●三之丞踏切：12 月 16 日～平成 24

年 3 月 14 日

●問合せ／ JR 東日本　秋田支社　大

曲保線技術センター　 0187-63-

3324

秋田内陸線情報

貸切列車のご案内

　秋田内陸線では、貸切列車の運行を

承っています。

　これまでも、同窓会、子ども会、講談会、

グループ旅行など多くのご利用をいただ

いています。貸切できる車両は、お座敷

車両、展望車両、急行用車両、普通車両

からお選びいただけます。お食事・お飲

み物は持ち込み自由ですが、お弁当の手

配も受け付けています。町内会や社員旅

行など、貸切列車で一味違ったご旅行は

いかがでしょうか。

●各車両の乗車定員／お座敷車両 40

人、展望車両 43 人、急行用車両最大

54 人、普通車両 60 人　●貸切料金／

お座敷車両・急行用車両（片道 45,000

円・往復 65,000 円）展望車両（片道

50,000 円・往復 70,000 円）普通車

両（片道 40,000 円・往復 60,000 円）

●申込期限／乗車日の 2 週間前まで　

●申込・問合せ／秋田内陸縦貫鉄道（株）

0186-82-3231　 FAX 0186-82-

3793

12 月 10 日から 16 日までは

「北朝鮮人権侵害問題啓発
週間」です

　拉致問題など、北朝鮮当局の人権侵

害問題に対する関心と認識を深めま

しょう。

　北朝鮮による拉致事件は、昭和 52

年に新潟県で発生した少女拉致事案な

ど 13 件発生し、被害者は 19 人に上

ります。

　警察では、拉致に関与した北朝鮮工

作員や「よど号」犯人ら 11 人の逮捕

状を得て、国際手配を行うなど所要の

措置を講じています。今後も国内外の

機関と連携し、新たな情報の収集など

所要の捜査を継続していきます。

●日本人拉致容疑事件についての情報

をお持ちの方は、「仙北警察署　 53-
2111」までお知らせください。
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　災害その他特別の事情がなく介護保険料を納期限ま

で納めない（滞納）でいると、滞納している期間に応

じて次のような措置が講じられますので忘れずにお納

めください。

① 1 年以上滞納している場合（償還払い化）
　介護保険サービスを受けたときの自己負担が通常 1

割のところ、一旦サービス事業者に 10 割（全額）を

支払い、後日保険者への請求により 9 割相当分の払い

戻しを受けます。

② 1 年 6 カ月以上滞納している場合（一時差止）
　①により払い戻しされることになっている費用を一

時差し止められたり、住宅改修費や福祉用具購入費に

係る給付費も一時差し止めになります。

　さらに滞納が続くと、差し止められた給付費から滞

納保険料が控除されることがあります。

③ 2 年以上滞納している場合（給付額減額）
　滞納している期間の長さに応じて、自己負担が３割

に引き上げられるほか、高額介護サービス費の支給が

受けられなくなることがあります。

◎満 65 歳になられた方の保険料は、すぐには年金から
　特別徴収（天引き）できませんので、当分の間納付
　書で納めていただきます。
◎納め忘れを防ぐために便利な『口座振替』をご利用
　ください。手続きは各金融機関（秋田ふるさと農協
　金沢支店を含む）でできます。

　一人ひとりの保険料は、介護保険（老後の安心をさ

さえるみんなの制度）の大切な財源です。皆さまのご

理解とご協力をお願いします。

●問合せ／介護保険事務所　保険指導班

　 0187-86-3911

介護保険料を滞納すると…

介護保険事務所からのお知らせ

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  43-3352

http://kakunodate-fc.jp/
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1

2

3 第59回世古寸喜展　～ 5 日まで（13：00 まで）

■時間　9：00 ～ 16：00　■場所　角館交流センター

4
仙北地方ささらシンポジウム
■時間　13：00 ～ 16：30　■場所　温泉ゆぽぽ本館「紫苑」

生保内友の会　家事家計講習会
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　生保内友の家

5 第3回パソコン教室
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　総合情報センター

6 第3回パソコン教室
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　総合情報センター

7

8
仙北市食生活改善推進協議会
高血圧予防教室
■時間　10：00 ～ 15：00　■場所　健康管理センター（角館）

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

9

10

11 仙北市スポーツ少年団研修会
■時間　15：00 ～　■場所　角館樺細工伝承館

12
認知症の方を支える家族の会
■時間　10：00 ～ 11：30　■場所　西木総合開発センター

第3回パソコン教室
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　総合情報センター

13 第3回パソコン教室
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　総合情報センター

14

市立角館総合病院クリスマスコンサート2011
■時間　15：30 ～ 16：30　■場所　市立角館総合病院

行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

15 社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　紙風船館

16 豊齢学園　3地区交流研修会・閉講式
■時間　10：30 ～　■場所　クリオン

17

18 第4回「愛のり列車」
■時間　8：20 ～　■場所　秋田内陸線角館駅（集合）

19 第3回パソコン教室
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　総合情報センター

20 第3回パソコン教室
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　総合情報センター

水

仙北市の行事予定

12月1日（木）～20日（火）

火

水

日

月

木

月

木

土

日

金

土

火

金

土

日

金

木

月

火
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▼ 慣れた手つきでどんどん縄を

なっていく、花葉館での縄綯競技

大会。自分は経験したことがない

のですが、見ていると「自分にも

できるかも」と思えてしまいます。

上手な人ほど無駄がない分、簡単

そうに見え、しかもその動きの滑

らかさに引き込まれます。自分も

人を魅了する技術をなにか身につ

けたいです。（SA）　 ▼ 雪が降り

はじめ、いよいよ冬が来たと感じ

ました。これから寒さ対策に活躍

するのが、「あったかインナー！」。

最近はいろいろな種類があり、ど

れにしようか迷います（普段は見

えないのですが、デザインは気に

してしまいます）。皆さんも風邪な

どひかないように、寒さ対策やう

がい、手洗いを！（ＴR）　 ▼ 22

日に田沢湖庁舎を訪れたのは、田

沢湖高原温郷のマスコットキャラ

クター「フカインダー」「ヌクイン

ダー」「イヤスンダー」の「オモテ

ナシ３兄弟」23 日にはさっそく田

沢湖駅ホームで利用者を愛嬌たっ

ぷりでお出迎えの初仕事もこなし

た 3 人。これからも温泉郷のホテ

ルや各種イベントで活躍します。

（YO）

編集後記

○○のつぶやき

オモテナシ 3 兄弟

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉
鈴木  大

たいせい

惺　  ( 昌幸 ) 生保内字武蔵野

佐々木  和
かずやす

保  ( 史保 ) 生保内字武蔵野

加藤  生
い く み

深　  ( 弘司 ) 生保内字武蔵野

草彅  柚
ゆ ず き

咲　  ( 浩之 ) 神代字勘解由屋敷

佐々木  幸
ゆ あ

愛  ( 浩幸 ) 上菅沢

斉藤  亜
あ み

美 　 ( 理 ) 表町上丁

髙橋  悠
ゆ う と

斗　  ( 竜也 ) 川原安久戸

武藤  颯
そ ら

来　  ( 伸明 ) 小勝田下川原

佐藤  結
ゆ き

希　  ( 和敏 ) 小渕野字後川

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉
千田  チヤ　  (97) 田沢字春山

荒木田  シゲ  (82) 生保内字堂ノ前

田口  トミ子  (84) 生保内字下滝沢

浅利  ミヱ　  (83) 生保内字上滝沢

中村  孝子　  (87) 生保内字武蔵野

竹村  キイ子  (64) 生保内字武蔵野

石場  哲夫　  (77) 生保内字武蔵野

髙橋  市之焏  (86) 生保内字上堂田

三浦  ハツ  　(87) 生保内字船場

藤原  常三郎  (60) 田沢字供養佛

田中  好吉      (76) 卒田字上真崎野

澤田  ツルヱ  (92) 菅沢

千葉  ミサ　  　(89) 上野

髙橋  けい子　  (59) 西下タ野

五井  誠子　　  (82) 小館

渡部  清幸　　  (80) 西野川原

菅原  健　　　  (21) 田町上丁

千葉  美智義　  (76) 小勝田下川原

三浦  毅　　　  (72) 西長野中泊

黒坂  成一　  　(88) 西長野桂渕

石郷岡  久美子  (54) 雲然下町屋

藤原  アイ　　  (91) 下延竹市野

佐藤  善一　  　(88) 広久内上中川原

布谷  タケノ　  (88) 桧木内字中島

 　　　　　　　　　　　   
  出生　　９人

死亡　３６人
転入　５０人　
転出　３１人

人口の動き 10 月   （前月比）　（前年同月比）

   人口　   ３０，００７人　  （－　８）　（－４２２）
  （男）　　１４，０８３人　  （－　３）　（－１９４）
  （女）　　１５，９２４人　  （－　５）　（－２２８）
  世帯数　１０，８５３世帯（＋　９）　（＋　３９） 10 月届出分・敬称略

戸籍の窓口から

武藤  正男　  (75) 桧木内字吉田

畠山  重男　  (77) 桧木内字相内潟

浅利  正　　  (69) 桧木内字山口

武藤  ツネ　  (83) 桧木内字相沢

門脇  マサ子  (85) 桧木内字松葉

小林  幸雄　  (87) 桧木内字松葉

佐藤  秀夫　  (76) 桧木内字松葉

新山  タマ　  (88) 西明寺字宮田

齋藤  悟　　  (61) 小山田字林崎

佐藤  ハル　  (88) 小渕野字山崎

【仙北市社会福祉協議会へ】
男鹿矩子 ( 小勝田中川原 )　
表千家チャリティー茶会
　　　　　収益金角館担当
三浦建一 ( 生保内字船場 )
佐藤美和子 ( 生保内字武蔵野 )
中村正一 ( 生保内字武蔵野 )
田口安業 ( 生保内字久保 )
堀加知美 ( 西明寺字佐曽田 )
羽﨑勝宣 ( 角館東前郷字下道 )
武藤直樹 ( 桧木内字吉田 )

ありがとうございます

善  意

(10 月受付分 )  敬称略

　広報せんぼく 11 月 1 日号「戸籍の窓口から」に誤りがあり
ました。下記のとおり訂正し、謹んでお詫び申し上げます。

誤）「竹内　凜」さん　→　正）「竹内　稟」さん
誤）「髙橋映嗣」さん　→　正）「髙橋映詞」さん
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